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協
議
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平 
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重 

光 

1 8 . 1 . 1 5 第5号 （2）

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
四
月
一
日
の
新
高
梁
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
発
足
に
際
し
ま
し
て
は
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

二
年
目
と
な
る
本
協
議
会
の
運
営

も
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果
が
実
感
で

き
る
組
織
体
制
を
確
立
し
、
地
域
福
祉

の
推
進
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
少
子
高
齢
化
、
国
民
の
人
口
減
少

が
確
実
と
な
っ
た
現
社
会
で
、
市
民
が

求
め
る
福
祉
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
適
切

に
対
応
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
の
で
き
る
よ
う
に
、
市
行
政
指
導

連
携
の
も
と
、
効
率
の
良
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
努
力
が
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
協
議
会
の
活
動
を
確
か
な
も

の
に
す
る
為
に
は
、
自
主
財
源
を
中
心

と
す
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
必
要
で
あ

り
、
市
民
皆
様
に
協
議
会
の
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
会
員
制
度
の
完
全
実

施
と
充
実
を
図
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
合
併
の

効
果
を
発
揮
す
る
た
め
に
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
本
年
も

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し

て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
と
ご
健

勝
を
お
祈
り
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度

高
梁
市
健
康
福
祉

の
つ
ど
い
が
十
一

月
十
二
日
に
高
梁

市
及
び
高
梁
市
社

会
福
祉
協
議
会
主
催
の
も
と
、「
広
げ

よ
う
健
康
へ
の
意
識
、
福
祉
の
心
」
を

テ
ー
マ
に
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
と
高

梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰
な
ど
各
表
彰
や
講
演
、
ま
つ

り
で
は
、
囲
碁
、
将
棋
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
な

わ
れ
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▼
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

と
は
…
地
域
社
会
福
祉
向
上
に
顕
著
な

功
績
が
あ
っ

た
個
人
、
団

体
に
対
し
表

彰
す
る
も
の

で
す
。

次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ

て
お
り
ま

す
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

十
二
月
二
十
一
日
、
高
梁
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
高
梁
市
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
会
が
、
高
梁
総
合
文
化
会

館
に
お
い
て
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
報
告
及

び
議
案
に
つ
い
て
理
事
会
で
承
認
、
評

議
員
会
で
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
報
告
】

◆
職
員
給
与
等
支
給
規
程
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分
に
つ
い
て

【
議
案
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

◆
公
益
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
収
益
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

◆
有
漢
支
所
の
所
在
地
の
変
更
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
平
成
十

八
年
四
月
一
日
の
介
護
保
険
制
度
の
改

正
に
伴
い
、
各
介
護
保
険
事
業
所
で
導

入
し
て
い
る
介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
を
統

一
し
、
事
務
の
効
率
化
、
経
費
の
削
減
、

節
減
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
も
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
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福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
運
転
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
組
織
し
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

（3） 第5号 1 8 . 1 . 1 5

高
梁
市
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
森
末
良
雄
会
長
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
実
践
を
通
じ
て
、
地
域
社
会
づ

く
り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

平
成
十
七
年
十
月
二
十
九
日
に
厚
生
労

働
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
樋
口
昭
三
（
本
　
町
）

◆
熊
谷
　
剛
（
南
　
町
）

◆
中
森
　
勇
（
高
倉
町
）

福
祉
委
員
連
絡
会
会
長
と
し
て
福
祉

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
太
田
正
夫
（
川
面
町
）

◆
惣
田
　
弘
（
中
井
町
）

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
役
員
と
し

て
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
林
　
愛
子
（
落
合
町
）

知
的
障
害
者
施
設
の
生
活
支
援
員
と

し
て
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
中
倉
弘
美
（
落
合
町
）

精
神
障
害
者
施
設
の
指
導
員
と
し
て

福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
植
田
貞
子
（
真
庭
市
）

高
梁
市
内
の
老
人
保
健
施
設
の
看
護

師
と
し
て
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

◆
森
川
好
江
（
有
漢
町
）

障
害
を
克
服
し
自
立
厚
生
に
努
め
ら

れ
る
と
と
も
に
さ
く
ら
会
の
副
会
長
と

し
て
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
松
英
三
（
有
漢
町
）

高
齢
者
宅
を
訪
問
し
生
活
相
談
活
動

を
続
け
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

◆
メ
ン
タ
ル
山
び
こ
会（

成
羽
町
）

精
神
障
害
者
共
同
作
業
所
で
支
援
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
通
所
者
の

社
会
復
帰
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
長
地
前
町
内
会
（
成
羽
町
）

認
知
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
入
所
者

の
快
適
な
生
活
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
愛
の
会
（
川
上
町
）

老
人
福
祉
施
設
を
利
用
さ
れ
る
障
害

者
及
び
高
齢
者
の
介
助
に
協
力
し
福
祉

向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◆
長
谷
地
区
高
齢
者
福
祉
の

む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
会

（
備
中
町
）

◆
西
山
福
祉
の
む
ら
委
員
会

（
備
中
町
）

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地

域
に
お
け
る
保
健
・
医
療
・
福
祉
従
事

者
等
の
共
通
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
に
、『
地
域
生
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
』

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

十
二
月
十
二
日
、
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
社
会
福
祉
士
の
高
坂
和
子
氏

を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
高
齢
者
虐
待

へ
の
介
入
方
法
と
地
域
の
連
携
」
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
「
情
報
交
換
の
で
き
る
場
が
ほ
し

い
」
な
ど
の
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
意
見
を
今
後
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
個
人
の
部
】

【
団
体
の
部
】



1 8 . 1 . 1 5 第5号 （4）

高
梁
市
の
委

託
を
受
け
、
今

年
一
月
よ
り
福

祉
移
送
サ
ー
ビ

ス
を
成
羽
町
、

川
上
町
で
実
施

す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
す

で
に
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
旧

高
梁
市
、
有
漢
町
、
備
中
町
と
合
わ

せ
て
市
内
全
域
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
心
身
に

重
い
障
害
の
あ
る
方
や
、
高
齢
の
た

め
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な
方
々

の
外
出
及
び
社
会
参
加
を
容
易
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。

【
募
集
】
◆
サ
ー
ビ
ス
利
用
会
員

◆
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【
問
い
合
わ
せ
】

◆
社
会
福
祉
協
議
会
各
支
所

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
昨
年
の

合
併
を
契
機
と
し
て
、
市
民
の
皆
様

方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
気
く
ば
り
・
目
く
ば
り
・
お

互
い
に
励
ま
し
合
い
支
え
あ
う
「
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
各
町
内
で
活
動
し
て

い
た
だ
く
福
祉
委
員
に
「
福
祉
委
員

活
動
の
て
び
き
」
を
配
布
い
た
し
ま

す
。

★
福
祉
委
員
は
、
各
町
内
で
選
出
し

て
い
た
だ
き
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

行
政
、
民
生
・
児
童
委
員
と
連
携

し
、
町
内
の
見
守
り
や
災
害
時
の

安
否
確
認
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

福
祉
委
員
活
動
の

て
び
き
作
成
配
布

【
日
時
】
平
成
十
八
年
二
月
九
日
e

午
前
九
時
三
〇
分
か
ら

【
場
所
】
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
講
師
】
落
語
家
　
露
の
団
六

【
対
象
】
◆
民
生
・
児
童
委
員

◆
福
祉
委
員

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

【
問
い
合
わ
せ
】

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
　
二
二
―
七
二
四
三

さ
さ
ゆ
り
苑
痴
呆
対
応
型
共
同
生

活
介
護
事
業
所
で
は
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
空
間
で
家
庭
的
な
環
境
の
中
、

入
居
者
が
そ
の
有
す
る
能
力
に
応
じ

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

成
羽
支
所
は
、
成
羽
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
に
、
事
務
所
、
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
、
訪
問
介
護
事
業
所
を
、

成
羽
町
長
地
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ

さ
ゆ
り
苑
を
設
置
し
、
支
所
長
以
下

十
六
名
で
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
地
域
福
祉
推
進

事
業
（
健
康
福
祉
ま
つ
り
、
心
配
ご

と
相
談
等
）、
共
同
募
金
配
分
金
事

業
、
介
護
保
険
事
業
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
、
公
園
管
理
事
業

等
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
事
業
と
し
て
、
平
成
十

八
年
一
月
か
ら
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業
、
四
月
か
ら
給
食
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆

成　羽　支　所　紹　介

様
の
ご
協
力
ご
理
解
の
も
と
、
よ
り

よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

住
所

成
羽
町
下
原
六
〇
六

電
話

四
二
―
二
〇
〇
五



（5） 第5号 1 8 . 1 . 1 5

支　会　だ　よ　り

有
　
漢
　
支
　
会

有
漢
支
会
で
は
、
地
域
住

民
に
よ
る
福
祉
活
動
を
推
進

す
る
為
、
合
併
前
よ
り
会
員

制
度
を
実
施
し
、
集
落
福
祉

活
動
普
及
促
進
事
業
と
し
て

集
ま
っ
た
会
費
の
一
部
を
各

町
内
会
へ
助
成
し
て
い
ま

す
。町

内
委
員
、
福
祉
委
員
が

中
心
と
な
り
友
愛
訪
問
活
動
、
三
世
代
交
流
運
動

会
等
様
々
な
福
祉
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

備
　
中
　
支
　
会

十
二
月
十
四
日
、
備
中
支
会
へ
富
家
小
学
校
児

童
会
よ
り
ア
ル
ミ
缶
収
集
に
よ
る
収
益
金
で
購
入

し
た
リ
ハ
ビ
リ
ゲ
ー
ム
の
寄
贈
が
あ
り
、
児
童
会

代
表
者
か
ら
利
用
者

へ
目
録
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

児
童
一
人
ひ
と
り

の
善
意
に
感
謝
し
、

有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
　
梁
　
支
　
会

高
梁
市
仏
教
会
（
会
長
生
島
裕
道
頼
久
寺
住
職
）

で
は
、
十
二
月
五
日
に
会
長
を
は
じ
め
、
正
善
寺

定
林
寺
、
深
耕
寺
、
巨
福
寺
、
建
長
寺
、
雲
泉
寺
、

安
正
寺
、
寿
覚
院
の
住
職
と
壇
信
徒
代
表
そ
れ
に

吉
備
国
際
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
学
生
二
人
も

参
加
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
お
ご
そ
か

な
読
経
と
と
も
に
師
走
の
高
梁
市
街
地
で
托
鉢
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

托
鉢
は
、
毎
年
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
行
事
で
す
。

町
内
に
ひ
び
く
読
経
を
聞
き
な
が
ら
寒
い
中
、

多
数
の
方
々
が
お
家
の
前
で
待
っ
て
お
ら
れ
、
多

く
の
浄
財
が
寄

せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
浄
財

は
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
と

し
て
、
岡
山
県

共
同
募
金
会
高

梁
市
支
会
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。

ご
協
力
誠
に

あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

高
梁
市
仏
教
会

〜
暖
か
い
思
い
や
り
の
心
〜

成
　
羽
　
支
　
会

十
二
月
三
日
、
四
日
の
二
日
間
、
成
羽
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
、

大
勢
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
開
催
も
今
回
で
十
九
回

目
を
数
え
、
毎
年
成
羽
地
域
の
皆
様
に
品
物
の
寄

贈
を
お
願
い
し
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
収
益

金
四
十
七
万
四
千
五
百
七
十
九
円
は
、
在
宅
で
生

活
さ
れ
て
い
る
寝
た
き
り
高
齢
者
の
介
護
者
の
方

に
介
護
慰
労
金
と
し
て
役
立
て
て
お
り
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
施
に
あ
た
り
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
様
方
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
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十
二
月
十
八
日
、
川
上
総
合
学
習

セ
ン
タ
ー
で
「
認
知
症
に
つ
い
て
理

解
や
知
識
を
深
め
、
そ
の
接
し
方
を

学
び
、
患
者
や
家
族
、
近
隣
の
方
が

暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
」
を
目

的
に
川
上
地
域
局
と
社
協
川
上
支
会

で
つ
く
る
実
行
委
員
会
に
よ
り
開
催

さ
れ
、
三
二
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

き
の
こ
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
病
院
の

佐
々
木
健
院
長
が
「
認
知
症
は
脳
の

病
気
で
あ
っ
て
記
憶
力
、
判
断
力
、

理
解
力
な
ど
脳
の
も
っ
て
い
る
認
知

力
が
生
理
的
に
障
害
さ
れ
て
社
会
生

活
に
支
障
を
来
た
し
た
状
態
に
な

る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
部
を
忘
れ
る

の
は
『
普
通
の
も
の
忘
れ
』
エ
ピ
ソ

ー
ド
そ
の
も
の
を
忘
れ
る
の
は
『
認

知
症
の
も
の
忘
れ
』
で
あ
る
。
認
知

症
は
『
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
』

と
『
脳
血
管
性
認
知
症
』
に
大
別
さ

れ
る
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症

は
脳
の
神
経
細
胞
が
変
性
、
減
少
し

て
脳
全
体
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
原

因
不
明
の
病
気
で
身
体
的
障
害
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
認
知
症
状
の
み
除
々

に
進
行
し
て
い
き
、
記
憶
、
見
当
識
、

川
　
上
　
支
　
会

判
断
力
の
障
害
と
と
も
に
異
常
行

動
、
人
格
変
化
な
ど
の
症
状
を
伴
う
。

し
か
し
、
早
期
に
病
気
を
発
見
し
て

適
切
な
治
療
を
始
め
れ
ば
症
状
を
改

善
し
た
り
、
病
気
の
進
行
を
あ
る
程

度
く
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
認

知
症
は
年
を
と
る
と
誰
で
も
か
か
る

可
能
性
の
あ
る
病
気
で
あ
る
。
そ
の

人
ら
し
く
生
活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
周
囲
が
病
気
に
つ
い
て
知
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
人
間
関
係
が
、
い

か
に
認
知
症
の
症
状
を
左
右
す
る

か
、
そ
の
人
の
個
性
や
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
、
認
知
症
の
お
年
寄
り
、

家
族
、
地
域
の
人
々
が
寄
り
添
い
、

な
じ
み
あ
う
こ
と
が
大
切
。
幼
な
な

じ
み
と
昔
話
に
花
を
さ
か
せ
て
い
る

時
は
認
知
症
の
お
年
寄
り
は
い
き
い

き
と
し
て
い
る
。
地
域
の
人
が
温
か

い
気
持
で
い
つ
も
接
し
て
あ
げ
る
そ

れ
だ
け
で
も
認
知
症
の
人
は
心
穏
や

か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
認

知
症
患
者
に
は
感
情
が
残
っ
て
い

る
。
認
知
症
の
人
を
『
病
気
』
と
し

て
見
る
の
で
は
な
く
、
人
と
し
て
接

し
て
ほ
し
い
」
と
講
演
さ
れ
、
参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
体
験
発
表
が
あ
り
、
藤

本
節
子
さ
ん
、
宮
f
正
弘
さ
ん
が
、

貴
重
な
家
族
介
護
体
験
を
、
森
川
盛

久
さ
ん
が
長
年
の
民
生
委
員
活
動
の

経
験
を
発
表
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

身
近
な
方
の
体
験
談
に
参
加
者
の
中

に
は
、
頷
き
な
が
ら
、
涙
を
浮
か
べ

て
聞
い
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

終
了
後
、「
認
知
症
に
つ
い
て
知

識
が
深
ま
っ
た
」「
貴
重
な
体
験
談

が
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
次
回
は
認

知
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
研
修
会

を
」
等
の
意
見
を
い
た
だ
き
、『
認

知
症
』
へ
の
感
心
の
深
さ
を
感
じ
ま

し
た
。

積
雪
で
足
元
の
悪
い
中
、
足
を
運

ん
で
下
さ
っ
た
参
加
者
の
方
に
お
礼

申
し
上
げ
る
と
共
に
、「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
本
ヲ
カ
ツ
さ
ん
（
川
上
町
地
頭
）

が
十
二
月
十
日
で
九
九
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
森
下
川
上
支
会
長
よ

り
お
祝
い
の
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
ヲ
カ
ツ
さ
ん
は
、
体
調
を
崩

さ
れ
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家

族
の
方
の
介
護
や
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
に
よ
り
、
現
在
は
、
と
て

も
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
健
や
か
に
過
ご
さ
れ

ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

「
認
知
症
研
修
会
」
開
催

「
認
知
症
研
修
会
」
開
催 
「
認
知
症
研
修
会
」
開
催

「
認
知
症
研
修
会
」
開
催 
「
認
知
症
研
修
会
」
開
催 

支　会　だ　よ　り

白
寿 

お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す 
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【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
三
村
　
　
隆

（
故
・
京
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
奥
　
　
捷
子

（
故
・
亀
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
天
野
　
勇
人

（
故
・
寶
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
加
藤
　
幹
生

（
故
・
福
夫
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町
　
藤
森
　
美
次

（
故
・
サ
カ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
旭
　
町
　
小
見
山
昭
則

（
故
・
ヨ
シ
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
三
浦
　
功
生

（
故
・
峯
吉
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
門
瀬
　
通
延

（
故
・
哲
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
植
田
　
v
男

（
故
・
コ
マ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
難
波
　
　
進

（
故
・
伝
明
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
田
井
惠
美
子

（
故
・
昇
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
馬
山
　
好
子

（
故
・
富
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
上
森
　
清
志

（
故
・
儀
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
青
木
　
敏
江

（
故
・
金
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
高
下
　
荒
木
　
祥
行

（
故
・
寿
一
様
の
ー
）

（
故
・
峰
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

上
森
　
敏
行

（
故
・
健
一
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

岩
本
　
瀧
男

（
故
・
ツ
ヤ
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

小
栗
　
　
誠

（
故
・
進
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
小
坂
　
建
和

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
長
谷
川
利
雄

（
故
・
キ
ヨ
ミ
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
羽
賀
　
武
子

（
故
・

光
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
土
谷
亀
代
次

（
故
・
伊
代
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町
　
瀧
江
　
恵
治

（
故
・
繁
雄
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町

植
田
　
v
男

（
故
・
コ
マ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
平
松
　
初
恵

（
故
・
恭
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
千
崎
　
一
郎

（
故
・
善
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

辻
　
　
宏
治

（
故
・
治
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

徳
田
　
通
夫

（
故
・
薫
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
小
栗
　
　
誠

（
故
・
進
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
仲
村
　
和
也

（
故
・
義
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
小
見
山
　
寛
　

（
故
・
恭
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
藤
村
日
出
支

（
故
・
阿
部
か
ず
よ
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
行
藤
　
雅
敏

（
故
・
勲
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
瀧
江
　
恵
治

（
故
・
繁
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
卓
志

（
故
・
ヲ
ハ
ナ
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
平
松
　
初
恵

（
故
・
恭
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
三
上
　
征
雄

（
故
・
重
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
脇
　
　
栞

（
故
・
勇
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍛
冶
町
　
荒
木
　
精
一

（
故
・
富
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
松
本
登
喜
英

（
故
・
修
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
三
牧
　
倍
美

（
故
・
二
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
森
野
喜
代
志

（
故
・
と
き
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
山
本
　
雄
一

（
故
・
恵
一
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町

水
本
　
静
男

（
故
・
あ
さ
の
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

森
野
喜
代
志

（
故
・
と
き
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

藤
森
　
　
清

（
故
・
啓
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町

仲
村
　
和
也

（
故
・
義
夫
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町

穴
田
　
政
春

（
故
・
百
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

上
森
　
清
志

（
故
・
儀
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

中
森
　
敏
治

（
故
・
一
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

藤
井
　
　
勉

（
故
・
肇
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

佐
藤
　
広
安

（
故
・
秀
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

森
脇
　
　
栞

（
故
・
勇
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

大
月
　
隆
司

（
故
・
定
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町

松
本
登
喜
英

（
故
・
修
一
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

五
万
円
　
巨
瀬
町

藤
森
　
美
次

（
故
・
サ
カ
エ
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町

阿
部
洋
一
郎

（
故
・
み
ね
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町

青
木
　
敏
江

（
故
・
金
太
郎
様
の
ー
）

五
万
円
　
巨
瀬
町

大
森
　
　
剛
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金
一
封
　
有
　
漢

時
國
　
孝
史

（
故
・
義
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

植
木
　
哲
夫

（
故
・
敏
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

秋
庭
　
信
行

（
故
・
さ
よ
子
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
成
　
羽
　
渡
邉
　
修
二

（
故
・
登
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
　
泉
　
清
水
ト
シ
エ

（
故
・
充
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
伊
藤
　
孝
男

（
故
・
順
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
早
川
　
忠
史

（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
羽
　
根
　
麻
田
　
　
勲

（
故
・
ハ
ル
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
日
名
　
平
松
　
　
昇

（
故
・
シ
ノ
ブ
様
の
ー
）

金
一
封
　
福
山
市
　
森
植
　
　
懋

（
故
・
美
代
野
様
の
ー
）

十
万
円
　
成
　
羽
　
別
所
　
健
司

（
故
・
康
士
様
の
ー
）

五
万
円
　
小
　
泉
　
宮
岡
　
龍
治

（
故
・
千
鶴
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
寄
　
赤
木
　
政
代

（
故
・
e
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
妹
尾
　
信
江

（
故
・
広
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
福
見
　
二
郎

（
故
・
春
江
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
日
名
　
難
波
　
一
朗

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
平
　
川
　
坂
本
　
昌
雄

（
故
・
カ
子
ヨ
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
北
迫
　
好
子

（
故
・
俊
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
管
波
　
　
誠

（
故
・
馨
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
上
原
　
善
博

（
故
・
究
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
坂
本
　
俊
男

（
故
・
民
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
前
原
　
宏
征

（
故
・
重
喜
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
258
・
259
回
目
）

金
一
封
　
南
　
町
　
熊
谷
　
　
剛

（
叙
勲
記
念
と
し
て
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
小
川
　
千
波

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

三
万
円

旧
高
梁
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
女
性
部

（
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
収
益
金
と
し
て
）

二
万
二
千
百
三
十
円

高
梁
ニ
コ
ニ
コ
市
場
実
行
委
員
会

（
高
梁
ニ
コ
ニ
コ
市
場
売
上
げ
の
一
部
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町

大
森
　
庸
一
　

（
ミ
チ
エ
様
の
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町

太
田
井
　
正

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町

西
　
　
幸
弘

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
松
原
地
区
へ
》

金
一
封
　
松
原
町

渡
辺
　
堯
永

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

植
木
　
敏
男

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

酒
井
る
り
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

森
本
　
洋
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

岡
田
　
節
夫

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

野
田
　
静
夫

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

土
屋
　
秀
明

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

吉
岡
　
伸
子

（
消
防
功
労
賞
総
務
大
臣
表
彰
受
賞
内
祝
）

金
一
封
　
上
有
漢

中
山
　
俊
三

（
忌
明
け
と
し
て
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
　
原

宗
岡
　
　
猛

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

四
十
六
万
八
千
三
百
七
十
九
円

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
実
行
委
員
会

（
社
会
福
祉
事
業
へ
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
下
大
竹
　
松
岡
　
育
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
西
川
　
　
稔

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
高
　
山
　
雛
元
　
成
樹

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
大
森
十
四
夫

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
山
室
　
好
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
東
油
野
　
中
笹
美
津
子

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
西
岡
　
銀
吾

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田
　
芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
齋
藤
　
正
一

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
森
繁
ミ
オ
リ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
東
油
野
　
丹
下
マ
サ
ヨ

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
田
村
　
光
義

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
宅
　
穣
次

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
新
倉
　
　
裕

（
退
院
内
祝
と
し
て
）

（
故
・
秋
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
京
都
市
　
信
原
　
　
修

（
故
・
順
子
様
の
ー
）

五
万
円
　
成
　
羽
　
坂
口
　
勝
正

（
故
・
力
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
吹
　
屋
　
珍
行
　
弘
幸

（
故
・
多
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
松
尾
　
展
裕

（
故
・
秀
美
様
の
ー
）

十
万
円
　
成
　
羽
　
岩
本
　
哲
二

（
故
・
璃
市
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
石
原
　
克
己

（
故
・
嗣
雄
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
岡
山
市
　
柏
木
　
　
稔

（
故
・
登
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
堀
江
　
啓
ニ

（
故
・
孝
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
山
本
　
　
清

（
故
・
千
美
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
寝
屋
川
市

三
村
勢
津
子

（
故
・
福
原
佐
恵
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
中
山
　
喜
祐

（
故
・
美
男
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
横
山
ヒ
ト
メ

（
故
・
健
治
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
羽
町
　
大
野
　
貞
敏

（
故
・
謙
太
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
大
　
原
　
平
松
　
弘
人

（
故
・
瑠
璃
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
武
田
　
隆
則

（
故
・
藤
本
正
子
様
の
ー
）


